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光５年／よりよい学校生活～・意見が対立～ 1ラーニング国語

《
よ
り
よ
い
学
校
生
活
〜
・
意
見
が
対
立
〜
》

◇
新
出
の
漢
字

◇
新
出
の
漢
字

【
言
葉
の
意
味
を
覚
え
よ
う
】

は
っ
き
り
し
て
い
て
、
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
様
子
。

〔
例
〕
か
れ
に
は
、
明
確
な
目
標
が
あ
る
。

あ
た
え
ら
れ
た
り
、
解
決
を
必
要
と
し
た
り
す
る
問
題
。

〔
例
〕
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
市
の

課
題
だ
。

書
い
て
み
よ
う

書
い
て
み
よ
う

保

保
ホた

も
‐
つ

保
管

健
康
を
保
つ

悛
悖
悗
悒
悧
悋
惡
悸
惠

状

状
ジ
ョ
ウ

現
状

鷲
亙
亘
鰐
詫
藁
蕨

条

条
ジ
ョ
ウ

条
件

蝋
麓
禄
肋
倭
歪
脇

件

件
ケ
ン

用
件

蕉
裳
醤
鉦
鍾
鞘

程

程
テ
イ

過
程

壗
壙
壘
壥
壜
壤
壟
壯
壺
壹
壻
壼

評

評
ヒ
ョ
ウ

評
価

幢
幤
幇
幵
并
幺
麼
广
庠
廁
廂
廈

価

価
カ

価
格

樫
橿
梶
鰍
恰
葛
鰹
叶

判

判
ハ
ン

バ
ン

判
断

大
判

峺
峭
嶌
峪
崋
崕
崗

断

断
ダ
ン

こ
と
わ
‐
る

断
面

さ
そ
い
を
断
る

圷
圸
坎
圻
址
坏
坩
埀
垈
坡
坿

賛

賛
サ
ン

賛
成

塙
蛤
隼
叛
斑
氾
汎
釆
挽
磐
蕃
匪
庇
斐
緋

明
確

課
題

こ
とと
。

賛賛

明

い。

明
確

て
い

し
て

明

断

判
址

判
明

】

よ
う

圻

叶

壥
壜

悒
悧

程

条

程程

条条

保
た

保

つ

保

保

立～～



光５年／よりよい学校生活～・意見が対立～ 2ラーニング国語

【
練
習
し
よ
う
】

次
の
言
葉
の
意
味
を
、
あ
と
の
ア
〜
カ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①

判
断

②

評
価

③

条
件

④

過
程

⑤

そ
っ
せ
ん

⑥

明
確

ア

物
事
が
成
り
立
つ
た
め
に
必
要
な
事
が
ら
。

イ

物
事
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
決
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

考
え
の
内
容
。

ウ

よ
い
か
悪
い
か
な
ど
の
、
物
事
の
ね
う
ち
を
決
め
る
こ
と
。

エ

物
事
が
変
化
し
進
行
し
て
い
く
道
す
じ
。

オ

は
っ
き
り
し
て
い
て
、
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
様
子
。

カ

自
分
か
ら
進
ん
で
、
物
事
を
行
う
こ
と
。

解
答
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

①

イ　
　
　

②

ウ　
　
　

③

ア　
　
　

④

エ　
　
　

⑤

カ

⑥

オ

今
の
様
子
。

〔
例
〕
現
状
、
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

物
事
が
成
り
立
つ
た
め
に
必
要
な
事
が
ら
。

〔
例
〕
一
週
間
以
内
に
返
す
と
い
う
条
件
で
、
本
を

借
り
る
。

物
事
が
変
化
し
進
行
し
て
い
く
道
す
じ
。

〔
例
〕
人
類
の
進
化
の
過
程
を
研
究
す
る
。

よ
い
か
悪
い
か
な
ど
の
、
物
事
の
ね
う
ち
を
決
め
る

こ
と
。

〔
例
〕
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
の
評
価
を
得
た
作
品
だ
。

物
事
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
決
め
る
こ
と
。ま
た
、

そ
の
考
え
の
内
容
。

〔
例
〕
人
を
見
か
け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。

自
分
か
ら
進
ん
で
、
物
事
を
行
う
こ
と
。

〔
例
〕
そ
っ
せ
ん
し
て
、
係
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
。

現
状

条
件

過
程

評
価

判
断

そ
っ
せ
ん

を

う
ちち
を

②

条

い
か

化
悪
い

内
容悪

②③

る
。

②

。
たた

の
内
事
に

の
物
事

め

た

決
め

②

る
ン

得
た
得
た

、

し
て

コ
ン

と
。

を

す
返
す
めに返
た
め

立～～



光５年／よりよい学校生活～・意見が対立～ ／ 21国語 チェック

１

次
の
―
線
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

２

次
の
―
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

相
手
の
申
し
出
を
断
る
。

参
加
の
条
件
を
満
た
す
。

物
事
を
判
断
す
る
力
を
養
う
。

公
害
問
題
の
現
状
を
さ
ぐ
る
。

電
話
で
用
件
を
聞
く
。

大
判
の
ハ
ン
カ
チ
を
使
う
。

ピ
ー
マ
ン
の
断
面
図
を
か
い
た
。

書
類
を
五
年
間
、
ホ
カ
ン
す
る
。

魚
の
成
長
カ
テ
イ
を
記
録
す
る
。

は
ん
売
カ
カ
ク
を
下
げ
る
。

部
屋
の
温
度
を
一
定
に
タ
モ
つ
。

か
れ
の
意
見
に
サ
ン
セ
イ
す
る
。

高
い
ヒ
ョ
ウ
カ
を
受
け
た
作
品
だ
。

①②③④⑤⑥⑦

①②③④⑤⑥

①②③④⑤⑥⑦

①②③④⑤⑥

は

③

ウ

ヒ
ョ

い
ヒ

記
録
記
録

を
記

③

判
断

か
い
か

判

⑦

を
使

チ
を
チ

参
加
の
加

が対が対立立



光５年／よりよい学校生活～・意見が対立～国語 チェック

①

現
状
に
満
足
せ
ず
、
高
い
目
標
を
も
ち
続
け
る
。

②

夏
休
み
の
課
題
を
早
め
に
終
わ
ら
せ
る
。

③

商
品
の
品
質
を
三
つ
の
こ
う
目
で
ひ
ょ
う
か
す
る
。

ア

今
の
様
子
。

イ

よ
い
か
悪
い
か
な
ど
の
、
物
事
の
ね
う
ち
を
決

め
る
こ
と
。

ウ

あ
た
え
ら
れ
た
り
、
解
決
を
必
要
と
し
た
り
す

る
問
題
。

５

次
の
│
線
の
言
葉
の
意
味
を
、
あ
と
の
ア
〜
ウ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

物
事
が
変
化
し
進
行
し
て
い
く
道
す
じ
。

ア

か
こ　
　
　

イ

か
て
い

ウ

進
歩　
　
　

エ

前
進

②

は
っ
き
り
し
て
い
て
、
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
様
子
。

ア

明
確　
　
　

イ

実
現

ウ

確
定　
　
　

エ

解
明

③

物
事
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
決
め
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
考
え
の
内
容
。

ア

判
決　
　
　

イ

判
断

ウ

断
言　
　
　

エ

断
念

①

条
件

ア

試
験
の
前
に
注
意
す
る
条
件
を
読
む
。

イ

両
国
の
間
で
新
し
い
条
件
が
結
ば
れ
た
。

ウ

不
利
な
条
件
を
提
示
さ
れ
る
。

②

そ
っ
せ
ん

ア

自
分
の
感
想
を
そ
っ
せ
ん
に
伝
え
る
。

イ

そ
っ
せ
ん
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
。

ウ

先
頭
に
立
っ
て
、
ク
ラ
ス
全
員
を
そ
っ
せ
ん

す
る
。

② ①①

②

３

次
の
意
味
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
あ
と
の
ア
〜
エ
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

４

次
の
言
葉
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
あ
と
の
ア
〜
ウ

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①②③

③

題
課
題
課

解解
、

③

に
状
に

ち
も
ち

ラ
ク
ボ

ク
、
ボ

記

び
、
び

考
え

の
考
の

歩言 歩

③

の
言

る
も

い
る

次

い
る
も

の
言

③

エ

物
か
こ
か

道

こ

が対が対立立









チェック／10算数 算数５年／台形とひし形の面積の求め方

１　次の問いに答えなさい。

（1）次の公式の　　　にあてはまる式を答えなさい。

台形の面積＝

（2）次の台形の面積を求めなさい。

２　次の問いに答えなさい。

（1）次の公式の　　　にあてはまる式を答えなさい。

ひし形の面積＝

（2）次のひし形の面積を求めなさい。

2

2

2

2

①

②

③

④

（2）

（1）

１

２

2

2

2

2

①

②

③

④

（2）

（1）

3

6

6.5

14
8

10

3.5

7

6.5

3

6 6
6

2.5

2.5

12

5
3

10

10

18

い

ににあ

（（2））

④

（1）

④

。。

5

を求めめ

100

①

はま

な
①

方



《ものが水にとけるとき》

◆水
すい

よう液
えき

◆とけたもののゆくえ

ものが水にとけた液のことを水よう液という。
液全体がとう明ですき通っていれば，色がついていても水よう液である。また，水よう
液は，とけたものが液全体に同じように広がっている。

食塩やさとうを水に入れると，つぶが見えなくなり，液
えき

がすき通って見える。このよう
に，ものを水に入れたとき，液がすき通って見えるようになることを，ものが水にとける
という。

食塩を水にとかす前と，とかした後で重さの変化を調べる。

○実験
①　水 50g を入れた容

よう

器
き

と，食塩
10gをのせた薬

やく

包
ほう

紙
し

を電子てんび
んにのせて，全体の重さをはかる。
②　食塩を容器に入れて，ふたをし
てよくふり，すべてとかす。
③　食塩をとかした後の全体の重さ
をはかって①と比

くら

べる。このとき，
①で使った薬包紙ものせて重さを
はかる。
※　容器と薬包紙の重さは変わらないため。

○結果
・全体の重さは，食塩をとかす前もとかした後も，102gで変わらなかった。

○結果からわかること
・ものは，水にとけても重さは変わらない。
・水よう液の重さは，水の重さととかしたものの重さの和になる。
・ものは，水にとけて見えなくなっても，なくなっているのではなく，水よう液の中に
ある。

ふたつきの容器
水50g

食塩10g

薬包紙

理科５年／もののとけ方 ラーニング 1理科

なくく

べ

るこる
に

とかかし

こ

食

すべ

食

いたため

れて
べ

か

なく

か

な

入
べ

食塩

入れ

塩を

べ

の
な
の重

かった

にに
た

え

かす

入れ

え

れた

◆◆水

○

見見
も

色が
い
が
う。

，

き

た も
に入入れ

全体

も
見ええる見



《水にとけるものの量》
◆メスシリンダー

◆決まった量の水にとけるものの量

◆水の量とものがとける量

右の図の器具をメスシリンダーとい
い，液体の体積を正

せい

確
かく

にはかりとること
ができる。

○メスシリンダーの使い方
①　メスシリンダーを水平なところに
置く。
②　はかりとる体積よりも少なめに液
を入れる。
③　真横から見ながら，液面のへこんだ部分がはかりとる目もりになるまで，スポイト
で液を少しずつ入れる。

○実験
①　メスシリンダーで水50mLをはかりとり，ビーカーに入れる。
②　食塩を，計量スプーンですり切り1はいずつ入れて，とけるまでかき混

ま

ぜる。とけ
残りが出るまでくり返し，何はいとけるか調べる。
③　ミョウバンでも，食塩と同じようにして調べる。

○結果
・表のように，食塩のほうが多くとけた。

○結果からわかること
・決まった量の水にとけるものの量には，限

かぎ

りが
ある。
・ものによって，水にとける量にちがいがある。

○実験
①　メスシリンダーで水100mLをはかりとり，ビーカーに入れる。
②　食塩を，計量スプーンですり切り1はいずつ入れて，とけるまでかき混ぜる。とけ
残りが出るまでくり返し，何はいとけるか調べる。
③　ミョウバンでも，食塩と同じようにして調べる。

水50mLにとけた量

食塩 6はい

ミョウバン 2はい

目の高さが液面の真横
になるようにする。

×
◯

×

液面のへこんだ
部分の目もりを
読みとる。

理科５年／もののとけ方 ラーニング 2理科

食

1は

も

りとと

，食

はい

く

けと

ンンで

水

で

水

○

は
か

プー
く

とり

り

と

く

水水に

プ
り

に

く
き混き

メ

見な
ずつ

積を正
せい

ながが

をメ
いか

◆◆

ななる

メ

る

ス

が

よ

が

メス

るる



【練習しよう】
次の問いに答えなさい。

⑴　ものが水にとけた液のことを何というか。

⑵　ものが水にとける量について，正しいものを次のア～ウから選び，記号で答えなさい。

ア　決まった量の水にとけるものの量には，限りがある。
イ　水の量を増やすと，ものが水にとける量は減

へ

る。
ウ　水の温度を上げたとき，とける量の変化のしかたは，どんなものでも同じである。

⑴　水よう液　　　⑵　ア
解答 ───────────────────────────────────────────────

◆水の温度とものがとける量

○実験
①　水50mLをはかりとり，ビーカーに入れる。
②　ビーカーの水の温度をはかり，食塩のとける量を計量スプーンで調べる。
③　水の温度を40℃，60℃まであたためて，食塩のとける量をそれぞれ調べる。
④　ミョウバンでも，食塩と同じようにして調べる。

○結果
・表のように，とける量が変わるも
のと変わらないものがあった。

○結果からわかること
・水の温度を上げると，ミョウバン
がとける量は増えるが，食塩はほ
とんど変わらない。
・水の温度を上げたとき，とける量の変化のしかたは，とかすものによってちがう。

水（50mL）の温度 20℃ 40℃ 60℃

食塩 6はい 6はい 6はい

ミョウバン 2はい 4はい 10はい

○結果
・水50mLの実験の結果と比べると，表のよう
に，水100mLのほうが多くとけた。

○結果からわかること
・水の量を増

ふ

やすと，ものが水にとける量も増
える。

水の量 50mL 100mL

食塩 6はい 12はい

ミョウバン 2はい 4はい

理科５年／もののとけ方 ラーニング 3理科

── ──

と
る量

限り
量は

り

じ

げ

けたけ

量は
ら
は増

た液

い

増

い

⑵　

り限り

る

水（

い。

とる

水（

しかた

次のア

はい4は

4を

や
るこ

水のの

こと
はは

それをそ

2

で調

の結
ほ

と

調

は

の

の
はか
の温

のほ

かりかり
の

L

ははい

調べ調べ調

は



１

２

⑴

①

②

③

④

⑤

⑵

⑶ g

mL

１　次の問いに答えなさい。

⑴　次の①～⑤の文が正しいものには○，まちがっているもの
には×を答えなさい。

①　決まった量の水に，ものは限
かぎ

りなくとける。
②　ものによって，水にとける量にはちがいがある。
③　水

すい

よう液
えき

は，すべて色がついていない。
④　水よう液は，とけたものが液全体に同じように広がって
いる。
⑤　ものは，水にとけて見えなくなっても，水よう液の中に
ある。

⑵　水よう液の重さを正しく表している式を次のア～ウから選
び，記号で答えなさい。

ア　水よう液の重さ＝水の重さ－とかしたものの重さ
イ　水よう液の重さ＝水の重さ
ウ　水よう液の重さ＝水の重さ＋とかしたものの重さ

⑶　水100gに食塩を15gとかした。このときの食塩の水よ
う液の重さは何 gか。

２　右のメスシリンダーに入っている水の体積は
何mLか。

40

50

水

／ 11理科５年／もののとけ方 チェック理科

をを
gかか。

体積積は

5

たも

を15

。

さを重さ

のの水水に

③

⑶

じよ

②

しい

の

。

よ

の重重さ



３

⑴

⑵

⑶

３　ビーカーに水50mLをはかりとり，水の温度が20 ℃，
40℃，60℃のときに，食塩またはミョウバンを計量スプー
ンで入れてすり切り何はいとけるかを調べた。次の問いに答え
なさい。

⑴　次の図は，このときの結果を表している。食塩のとける量
を表しているのは①，②のどちらか。

⑵　水の温度を上げると，ミョウバンがとける量はどうなるか。

⑶　水にミョウバンを入れてよくかき混
ま

ぜたところ，ミョウバ
ンがとけずに一部残った。残ったミョウバンをとかす方法と
して考えられるものを，次のア～エからすべて選び，記号で
答えなさい。

ア　水を加える。
イ　ガラスぼうでよくかき混ぜる。
ウ　水の温度を上げる。
エ　水の温度を下げる。

と
け
た
も
の
の
量

水の温度
（℃）

（はい）

① ②

20

10

15

5

40 60
0

理科５年／もののとけ方 チェック理科

ものの
残

ア

る量量は

を
っった
れ

を

何何

の

も
の

た
も

，
い

水

何ははい

水の



《国会と選挙》
１　国会のはたらき
国会では，国の政治の方

ほう

針
しん

を決める重要な仕事を，選挙で選ばれた国会議員が話し合い
をして行う。

⑴　国会の主な仕事
・法
ほう

律
りつ

の制定 ・国の予算の決定
・内
ない

閣
かく

総理大臣の指名 ・外国と結んだ条約の承
しょう

認
にん

・裁
さい

判
ばん

官
かん

をやめさせるかどうかの判断をする弾
だん

劾
がい

裁判所の設置

⑵　衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

国会では衆議院と参議院の２
つの議院で話し合い，多数決で
法律や予算などを決定する。

⑶　法律ができるまで

⑷　国民の祝日
国民の祝日は，国民をあげて祝ったり感謝したりする日として「国民の祝日に関する法

律」により定められている。

※参議院で先に審
しん

議
ぎ

される場合もある

衆議院 参議院

国　

民
本
会
議

本
会
議可

決

委
員
会

議　

長

国
会
議
員

内　

閣

法　

律　

案

委
員
会

議　

長

天
皇
に
よ
る
公
布

て
ん
の
う

成　

立
可
決

衆議院 参議院
定数 465名 248名

任期 ４年
（解散がある）

６年
（３年ごとに半数改選）

投票できる人 18才以上 18才以上

立
りっ

候
こう

補
ほ

できる人 25才以上 30才以上

月日 祝日の名前 月日 祝日の名前 月日 祝日の名前

１月１日 元日 ５月３日 憲
けん

法
ぽう

記念日 秋分日 秋分の日

１月の第２月曜日 成人の日 ５月４日 みどりの日 10月の第２月曜日 体育の日

２月11日 建国記念の日 ５月５日 こどもの日 11月３日 文化の日

２月23日 天皇誕
たん

生
じょう

日
び

７月の第３月曜日 海の日 11月 23日 勤
きん

労
ろう

感謝の日

春分日 春分の日 ８月11日 山の日

４月29日 昭
しょう

和
わ

の日 ９月の第３月曜日 敬
けい

老
ろう

の日

社会６年／政治のしくみ ラーニング 1社会

分

昭
しょう

春
う

誕
ん

生
じょ

日

分分の

誕

分

勤

議

れてら て
民

議

民

立立
議

の

成

憲

の民

でき

民

る

を

憲
けん

法
う

る

日
う

天
皇
て
ん

のの祝

皇

祝

院と院
合

の政

と参

政治

⑴⑴

法

た

んだだ条
定
条

国会治 国会

るきる

参

人人

会

参



《内閣と裁判所》
１　内閣のはたらき

２　選挙のしくみ

⑴　内閣
内閣は，国会で決めた予算や法律にもとづいて，実際に政治を行う。
中心となるのは内閣総理大臣（首相）で，国会で指名される。内閣総理大臣は，専

せん

門
もん

的
てき

な
仕事を担

たん

当
とう

する国務大臣を任命して内閣をつくり，閣
かく

議
ぎ

とよばれる会議で話し合いを行う。

⑵　内閣のしくみ

⑶　内閣の主な仕事
・予算案や法律案を作成し，国会に提出 ・外国と条約を結ぶ
・衆議院の解散を決める ・国会の召

しょう

集
しゅう

を決める
・最高裁判所の長官を指名

⑷　税金
税金 …  人 （々国民）から集めるお金

のこと。収
しゅう

入
にゅう

にかかる所得
税，ものを買ったときにか
かる消費税などがある。

選挙 …  国民の投票によって，国会議員などの代表者を選出すること。
日本では18才以上の国民が選

せん

挙
きょ

権
けん

 （選挙で代表者を選ぶ権利）をもっている。

公
正
取
引
委
員
会

こ
う
せ
い
と
り
ひ
き

国
家
公
安
委
員
会

こ
っ
か
こ
う
あ
ん
い
い
ん
か
い

国
土
交
通
省

こ
く
ど
こ
う
つ
う

環　

境　

省

か
ん　
　
き
ょ
う

防　

衛　

省

ぼ
う　
　

え
い

経
済
産
業
省

け
い
ざ
い
さ
ん
ぎ
ょ
う

農
林
水
産
省

の
う
り
ん
す
い
さ
ん

総　

務　

省

そ
う　
　

む　
　
し
ょ
う

宮　

内　

庁

く　
　

な
い

金　

融　

庁

き
ん　
　

ゆ
う

消
費
者
庁

し
ょ
う   

ひ　

し
ゃ

法　

務　

省

ほ
う　
　

む

外　

務　

省

が
い　
　

む

内　閣

財　

務　

省

ざ
い　
　

む

文
部
科
学
省

も
ん
ぶ　

か
が
く

厚
生
労
働
省

こ
う
せ
い
ろ
う
ど
う

あんぜん ほ しょうかい ぎ

国家安全保障会議
じん じ いん

人事院
ふっこうちょう

復興庁 内閣府
ほうせいきょく

内閣法制局
かんぼう

内閣官房

『日本国勢図会　2019/20』より作成

その他 6.2％

租税・
印紙収入
61.6％

社会保障
関係費
33.6％

公共事業
関係費
6.8％

文教・科学
振興費
5.5％

その他
10.4％

防衛関係費
5.2％

国債費
23.2％

こくさい ひ

しんこう ひ

こうさい
そ ぜい

公債金
32.2％ 収入

101.5兆円
支出

101.5兆円

地方交付税
交付金
15.3％

社会６年／政治のしくみ ラーニング 2社会
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【練習しよう】
次の問いに答えなさい。

⑴　国会を構成している議院を２つ答えなさい。
⑵　日本では，選挙権は何才以上の国民にあたえられているか，答えなさい。
⑶　国会で決めた予算や法律にもとづいて，実際に政治を行う機関を何というか答えなさい。
⑷　三権分立において，裁判所がもつ権利を何というか答えなさい。

⑴　衆議院・参議院（順不同）　　　⑵　18才以上　　　⑶　内閣　　　⑷　司法権

３　三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

２　裁判所のはたらき

国の政治は，国会・
内閣・裁判所の３つ
の機関がそれぞれ独
立し，仕事を分担し
て進めている。おた
がいに役

やく

割
わり

を確
かく

認
にん

し
て１つの機関に権力
が集中しないように
している。

⑴　裁判所の仕事
・争いごとを解決したり，犯罪が起きたときに罪のあるなしを決めたりする。
・法律や政治が憲法に違

い

反
はん

していないかを判断する。

⑵　裁判のしくみ
判決に納

なっ

得
とく

できないときは，さらに上級の裁判所にうった
えて，３回まで裁判を受けることができる。人権を守るため
に，まちがいがないようにしんちょうに裁判を行う。これを
三
さん

審
しん

制
せい

という。
○裁判員制度
2009年より，国民が裁判員として裁判に参加する裁
判員制度が始まった。重大事件について，国民の感覚を
取り入れるねらいがある。

解答 ───────────────────────────────────────────────

最高裁判所

高等裁判所

地方裁判所

簡易裁判所
かん い

家庭裁判所

国会
（立法権）

内閣
（行政権）

裁判所
（司法権）

国民

・最高裁判所の長官を指名する
・その他の裁判官を任命する

・内閣の政治が憲法に違反していないか判断する

・内閣総理
大臣を国
会議員の
中から指
名する
・内閣を信
任しない
ことを決
議する

・裁判官を
やめさせ
るかどう
かの裁判
をする

・衆議院の解散
を決める
・国会の召集を
決める

・法律が憲法に
違反していな
いかについて
判断する選挙

世論
せろん（よろん） 国民審査

社会６年／政治のしくみ ラーニング 3社会

順不
── ──

裁判
実際
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際

独独

お
担し
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担し

⑴

次

⑴

し
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判
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い
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独

政

論

法に

に

が憲
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憲法に
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より
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憲憲法

り

法に

⑵

すす

裁判

裁判
人

判

裁
人権

判所所

たりた

裁判
権
判所所に

するる

裁判所

所

す



国会・内
ない

閣
かく

・裁
さい

判
ばん

所
しょ

について，あとの問いに答えなさい。

⑴　図の（　　　）にあてはまる各機関の仕事を，次のア～カ
から選び，記号で答えなさい。

ア　法
ほう

律
りつ

が憲
けん

法
ぽう

に違
い

反
はん

していないか判断する
イ　国会の召

しょう

集
しゅう

を決める
ウ　最高裁判所の長官を任命する
エ　内閣総理大臣を指名する
オ　裁判官をやめさせるかどうかの裁判をする
カ　政治が憲法に違反していないか判断する

⑵　次の文章の（　　　）にあてはまる数字を答えなさい。

日本の国会は，衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

で構成されている。衆議院
議員の任期は（　①　）年，参議院議員の任期は（　②　）年
である。衆議院は（　③　）才以上から，参議院は（　④　）
才以上から立

りっ

候
こう

補
ほ

できる。

⑶　国民の投票によって，代表者を選出することを何という
か答えなさい。

⑷　⑶の権
けん

利
り

をもつことができるのは，何才以上の国民か
答えなさい。

⑸　国会で審議され，可決・成立した法律を公布するのはだ
れか，答えなさい。

⑴

①

②

③

④

⑤

⑥

⑵

①

②

③

④

⑶

⑷

⑸

国会

内閣 裁判所

国民

選挙

世論 国民審査
せろん（よろん） しん さ

（　②　）（　①　）

（　③　） （　④　）

（　⑤　）

（　⑥　）
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せ
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る。
③　
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に
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）
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⑥⑥
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⑹　内閣について述べている文のうち，正しいものを次のア～
エから選び，記号で答えなさい。

ア　内閣は国の予算の決定や法律の制定を行う。
イ　内閣の中心となる内閣総理大臣は，世論によって決ま
る。
ウ　内閣の主な仕事の1つは，衆議院の解散を決めること
である。
エ　内閣は国会で指名された国務大臣を中心に構成されて
いる。

⑺　国民から集めるお金のことを何というか，答えなさい。

⑻　2009年より始まった，国民が裁判に参加する制度を何
というか答えなさい。

⑼　判決に納
なっ

得
とく

できないときに，上級の裁判所にうったえて
裁判を受けることができるのは，何回までか答えなさい。

⑽　⑼のしくみを何というか，答えなさい。

⑾　図のように，国会・内閣・裁判所の３つの機関がそれぞ
れ独立し，仕事を分

ぶん

担
たん

して権力が集中しないようにするし
くみを何というか，答えなさい。

⑿　⑾のうち，裁判所がもつ権利を何というか答えなさい。

⒀　⑾のうち，国会がもつ権利を何というか答えなさい。

⒁　⑾のうち，内閣がもつ権利を何というか答えなさい。

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

社会６年／政治のしくみ チェック社会
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◎ 5 年生の復習をしよう。

あなたは

シンガポール

ですか

～出身の

どこ

私は～です

ターゲット文

《文のつくり》

書いてみよう！

私
わたし
はエミリーです。

あなたはどこの出身ですか。

私はシンガポール出身です。

アイム　エミリー

 （ホ）ウェア　アー　 ユー　  フラム

  アイム　フラム　   スィンガポァ

私は～です　エミリー

        どこ　   ですか　あなたは　～出身の

私は～です　～出身の　 シンガポール

I'm Emily.

Where  are  you  from?

I'm  from  Singapore.

I'm    Emily.

Where  are   you    from?

I'm     from  Singapore.

you

Singapore

are

from

where

I'm

I'm from Singapore.
I'm Emily.

書いてみよう！

Where are you from?

／ 21Ｈ６年／Unit １－① ステップ 1/3英語
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１　次の日本語を英語で書きなさい。

２　次の日本文に合うように， にあてはまる英語を書きなさい。

⑴ あなたは

シンガポール

ですか

～出身の

どこ

私は～です

⑴ 私はエミリーです。

あなたはどこの出身ですか。

私は中国出身です。

私はシンガポール出身です。

⑵

⑶

⑷

⑶

⑸

⑵

⑷

⑹

Emily.

from China.

I'm from .

Where ?you

♣ ワードリスト（単語リスト）
Lee （リー），Jim （ジム），Asma （アスマ），China （中国），America （アメリカ），
Egypt （エジプト）

※ 問題を解くときに使いましょう。

３　次の日本文に合うように，（　　）内の語をならべかえて書きなさい。

⑴ あなたはどこの出身ですか。
（ you  /  ?  /  Where  /  from  /  are ）

Ｈ６年／Unit １－① ステップ 1/3英語
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私はエジプト出身です。

私はリーです。

私は中国出身です。

⑵

⑶

⑷

（ from  /  I'm  / .  /  Egypt ）

（ Lee  / .  /  I'm ）

（ I'm  /  China  / .  /  from ）

４　右の語を使って，次の日本文に合う英文を書きなさい。
Asma Jim America

⑴ 私はアスマです。

私はジムです。

私はアメリカ出身です。⑶

⑵

５　次の日本文を英文に直しなさい。

私はエミリーです。

あなたはどこの出身ですか。

私はシンガポール出身です。

⑴

⑵

⑶

Ｈ６年／Unit １－① ステップ 1/3英語
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♣ ワードリスト（単語リスト）
Lee （リー），Emily （エミリー），America （アメリカ），Singapore （シンガポール），
dogs （犬），cats （ネコ），sing well （じょうずに歌う），play the piano （ピアノをひく），
play soccer （サッカーをする），new （新しい），bike （自転車），recorder （リコーダー）

※ 問題を解くときに使いましょう。

１　次の日本文に合うように， にあてはまる英語を書きなさい。

⑴ 私
わたし
はリーです。

あなたはどこの出身ですか。

私はじょうずに歌うことができます。

私はネコが好きです。

⑵

⑶

⑷

I'm .

I like .

from?are

I .sing

２　次の日本文に合うように，（　　）内の語をならべかえて書きなさい。

⑴ あなたのお気に入りの動物は何ですか。

私は新しい自転車が欲
ほ
しいです。

私はピアノをひくことができます。

あなたはどこの出身ですか。

⑵

⑶

⑷

（ animal  /  is  /  your  /  What  /  favorite  /  ? ）

（ new  /  bike  /  want  /  I  /  a  / . ）

（ play  /  I  /  the /  can  /  piano  / . ）

（ are  /  Where  /  ?  /  from  /  you ）
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３　右の語を使って，次の日本文に合う英文を書きなさい。
Emily America
play soccer sing well

⑴ 私はじょうずに歌うことができます。

私はサッカーをすることができます。

私はエミリーです。

私はアメリカ出身です。

⑶

⑵

⑷

４　次の日本文を英文に直しなさい。

私は新しいリコーダーが欲しいです。

私はシンガポール出身です。

あなたのお気に入りの動物は何ですか。

私は犬が好きです。

⑴

⑵

⑶

⑷

Ｈ６年／Unit １－① チェック英語
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《「私は～です」などの文を覚えよう》

■ 「私は～です」＜ I am～ .＞の文

■ 「私は～します」（一般動詞）の文

■ 主語と動詞

「私は～です。」というときは，＜ I am～ .＞で表します。

「私は～が好きです。」というときは，＜ I like ～ .＞で表します。
like（～が好きである）と同じように，eat（～を食べる）というときは＜ I eat～ .＞で，drink

（～を飲む）というときは＜ I drink～ .＞で表します。

〈例文〉
I am Hiroko. 私はヒロコです。
I am Hoshino Kenta. 私はホシノケンタです。

〈例文〉
I like English. 私は英語が好きです。
I drink tea. 私は紅茶を飲みます。
I eat pizza. 私はピザを食べます。

I am Meg Brown. 私はメグ・ブラウンです。

I like Japanese food. 私は日本食が好きです。

②　私は　　英語　　が好きです。

I　　　　like　　　　English.
主語 動詞

英語の文の中で「～は」「～が」にあたる語を主語といい，動作や状態などを表す語を動詞といい
ます。動詞の中で「です」を表す語を be動詞，「～します」を表す語を一般動詞といいます。
下の①の文では，Iが主語，amが動詞です。②の文では，Iが主語，likeが動詞です。

①　私は　　ホシノケンタ　　です。

I　　　　am　　　　Hoshino Kenta.
主語 動詞

英語と日本語とでは，語順がちがいます。英語は基本的に，＜主語＋動詞＋～＞の語順になります。
英語は語順が大切です。

Ｈ１年／Ｕ１－１［基本文：I’m～ , I like ～］ ラーニング 1英語
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■ 文の書き方

■ be 動詞を使ったいろいろな文

■ いろいろなきまり

①　英語の文は必ず大文字で書き始めます。
②　「私は」の“I”はいつも大文字で書きます。
③　単語と単語の間は，アルファベットの小文字１つ分くらいあけます。
④　文を途中で区切るときには［ ,］をつけます。これをコンマといいます。
⑤　文の終わりには［ .］をつけます。これをピリオドといいます。

［名前］：I'm Yoshida Rika. 私はヨシダリカです。
［出身］：I'm from Nagoya. 私は名古屋出身です。
［年齢］：I'm thirteen. 私は 13 歳です。

①　「～です。」「～します。」というふつうの文では，文の終わりを下げ調子（↘）で発音します。
②　日本人の名前を英語で言ったり書いたりするときは，「姓・名」と「名・姓」の 2通りの表し方
があります。（ここでは「姓・名」を使います。）また，書くときは姓と名の両方とも大文字で始め
ます。
③　I amは I'mと縮めて書くこともできます。これを短縮形といいます。このときの［’］をアポ
ストロフィといいます。

■ 自己紹介

「私を～と呼んでください。」というときは，＜ Call me～ .＞で表します。
〈例文〉

Call me Ken. 私をケンと呼んでください。

【確認コーナー】

次の文の（　　　）にあてはまる日本語を書きましょう。

⑴　文の中で「～は」「～が」にあたる語を（　　　　）といいます。

⑵　文の中で「です」や「～します」を表す語を（　　　　）といいます。

⑶　動詞の中で「です」を表す語を（　 ① 　），「～します」を表す語を（　 ② 　）といいます。

⑷　I'mの［’］を（　 ① 　）といい，文を途中で区切る［ ,］を（　 ② 　）といいます。また，文の終

わりにつける［ .］を（　 ③ 　）といいます。

解答 ────────────────────────────────────────────────
⑴　主語　　　⑵　動詞　　　⑶ ①　be動詞　　②　一般動詞
⑷ ①　アポストロフィ　　②　コンマ　　③　ピリオド
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１　次の文の（　　　）にあてはまる日本語を書きなさい。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

英語の文の中で「～は」「～が」にあたる語を（　　　　）といいます。

動詞の中で「です」を表す語を（　 ① 　），「～します」を表す語を（　 ② 　）といいます。

英語の文は必ず（　　　　）で書き始めます。

I'm は I amの短縮形です。この［’］を（　　　　）といいます。

文を途中で区切るときは［ ,］をつけます。これを（　　　　）といいます。

文の終わりには［ .］をつけます。これを（　　　　）といいます。

⑴ ⑶⑵ ① ②

⑷ ⑸ ⑹

３　次の日本文に合う英文になるように，（　　　）内の語を並べかえなさい。文頭にくる文字は，
大文字にすること。

２　次の名前を使って，「私を～と呼んでください。」という英文を書きなさい。

⑴

⑶

⑸

⑵

⑷

⑹

⑴ ⑵

私は 12 歳です。
（ am ／ I ／ twelve ／ . ）

私はよく紅茶を飲みます。
（ often ／ . ／ drink ／ I ／ tea ）

私はオーストラリア出身です。
（ Australia ／ . ／ from ／ I'm ）

私はタクヤです。
（ am ／ . ／ Takuya ／ I ）

私は英語が好きです。
（ like ／ . ／ I ／ English ）

私をミカと呼んでください。
（ Mika ／ me ／ . ／ call ）

Toshi Yuka

⑴

⑶

⑸

⑴

⑵

⑷

⑹

⑵
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５　次の単語と＜ I like～ .＞を使って，「私は～が好きです。」という英文を書きなさい。

６　次の日本文を英文に直しなさい。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑴

⑵

⑶

⑷

sushi（スシ）

sports（スポーツ）

music（音楽）

baseball（野球）

私はメグ・ブラウン（Meg Brown）です。

私は日本食が好きです。

私は 13 歳です。

私は大阪出身です。

⑴

⑴

⑵

⑵

⑶ ⑷

⑶ ⑷

４　次の日本文に合う英文になるように，（　　　）にあてはまる語を書きなさい。

⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑴

⑶

⑸

⑵

⑷

⑹

私は京都出身です。
（　　　　）（　　　　） Kyoto.

私はカレーが大好きです。
（　　　　）（　　　　） curry.

私をケンと呼んでください。
（　　　　）（　　　　） Ken.

私はキムラマキです。
（　　　　）（　　　　） Kimura Maki.

私は 10 歳です。
（　　　　）（　　　　）.
私はピザを食べます。
（　　　　）（　　　　） pizza.

Ｈ１年／Ｕ１－１［基本文：I’m～ , I like ～］ チェック英語

ウン

き

ン（

直直

⑴

⑶

⑷⑷

直

が好

直

好

しな

（

き

で
　
好ききで

⑸

）

⑵

Ky

で

好き

　）

好

） ） Ky

です

（　

）

　
は

Murra 

I llikeke ～









チェック／18数学 数学１年／円とおうぎ形

１　右の図でおうぎ形ＡＯＢとおうぎ形ＣＯＤは合同で

ある。次の問いに答えなさい。

(1)弧ＣＤと対応する弧を答えなさい。

(2)弦ＡＢと長さの等しい弦を答えなさい。

(3)∠ＡＯＢと等しい角を答えなさい。

(4)∠ＣＯＡと等しい角を答えなさい。

(5)∠ＡＯＢをおうぎ形ＡＯＢの何というか答えなさい。

２　右の図で，直線ＡＢは点Ｐで円Ｏと接している。

次の　　をうめなさい。

（1）点Ｐを　　　という。

（2）直線ＡＢを　　　という。

（3）直線ＡＢと半径ＯＰは　　　である。

（4）点Ｑで円Ｏに接する直線は，直線ＡＢと　　　で

ある。

３　右の図で，半直線ＰＱ，ＰＲは円Ｏの接線で，そ

れぞれ点Ｑ，Ｒにおいて円Ｏに接する。次の問いに

答えなさい。

（1）∠ＱＯＲ＝ 90°のとき，四角形ＰＱＯＲはどんな四

角形になるか。

（2）∠ＲＰＱ＝ 70°のとき，∠ＯＱＲの大きさを求めな

さい。

４　次の問いに答えなさい。

（1）円周の長さが―
3

4
π の円の半径と面積を求めなさい。

（2）半径 6 ，中心角 120°のおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

（3）半径 4 ，弧の長さ 2π のおうぎ形の面積を求めなさい。

（4）半径 4 ，面積 2π 2のおうぎ形の弧の長さを求めなさい。

（5）半径 12 ，面積 96π 2のおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

１

２

（3）

（4）

（1）

（2）

（2）

（1）
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2
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2

2

Ｏ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｐ

Ｂ

Ｑ

Ｒ

Ｏ

Ｑ
Ｐ

（5）

のお

求

め

なさ

の

めな

円

い。さ

てて円

（

角

1）

角

（2）

）

（1）

Ｐ

円

求めを求

ＰＲ

Ｏ

めな

を

う

い

を答

い弦

答

弦を

（

(5)

4)

（4）

3）

さい

を

で

えな

Ｐ

なさ

で円で円

を答



《根・茎・葉のつくりとはたらき》
１　根のつくりとはたらき

２　茎のつくりとはたらき

・根
こん
毛
もう
… 根の先端近くに多く見られる細い毛のようなもの。

・道管…  根から吸収した水や水に溶けた養分を通す管。中央部
にある。

・師管…葉でつくられた養分を通す管。外側にある。
◯　根のはたらき
・水や水に溶けた養分を吸収する。
・からだを支える。
◯　根毛のはたらき
・根を土からぬけにくくする。
・根の表面積を大きくして，水や水に溶けた養分を吸収しやすくする。

◯　茎のはたらき
・水や養分の通り道になる。
・からだを支える。

道管と師管が束になって維
い
管
かん
束
そく
が通っている。

・維管束…双子葉類のホウセンカなどでは輪のように並び，単子葉類のトウモロコシなどでは散在している。
●　茎の断面
・双子葉類の維管束 ・単子葉類の維管束

●　根の断面 師管 道管

水
養分

根毛

根毛

表皮
道管 師管

道管

師管（外側） （外側）

道管

師管 道管道管

師管

師管 道管

表皮

３　葉のつくりとはたらき

道管と師管の集まった維管束がある。
・葉緑体…  葉の細胞の中に見られる多くの緑色の粒。葉緑体が多くあるため，葉は緑色に見える。

理科 2年／根・茎・葉のつくり，蒸散 ラーニング 1理科
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《蒸散》
蒸散…  根から吸い上げられた水が，水蒸気として大気中へ出ていくこと。

おもに葉の気孔で行われる。
・気孔は葉の裏側に多いので，蒸散はおもに葉の裏側で行われる。
・蒸散は，昼のほうが夜よりさかんに行われる。

・気
き
孔
こう
…  葉の表皮にある三日月形の孔辺細胞に囲まれたすきま。ふつう，葉の
裏側に多く見られ，気体の出入りが行われる。

●　葉の表皮の観察

維管束
（葉脈）

道管

師管

（裏側）
表皮 気孔

細胞

表皮葉緑体
（表側）

発泡ポリスチレン

葉の小片 プレパラート

水

小さく切った葉
を発泡ポリスチ
レンにはさみ，
かみそりの刃で
うすく切る。

気孔

孔辺細胞

切ってから
はがす

葉の表側

気孔があまり見られない。

葉の裏側

気孔が多く見られる。

葉

道管茎

根

水蒸気

蒸散

水蒸気

水 水

●　水の移動

●　葉の断面の観察

＜蒸散による水の減少量を調べる実験＞

葉の枚数や大きさがほぼ等しい植物の枝を 3本用意する。

Ａ Ｂ Ｃ

葉はそのまま 葉の表側にワ
セリンをぬる

葉の裏側にワ
セリンをぬる

結果
Ａ：減少した量はもっとも多い。
Ｂ：減少した量はＡより少ない。
Ｃ：ほとんど減少していない。

蒸散は，葉の表側より裏側でさかんに行われる。

数時間後に減少した水の量を調べる。

油

水

※　葉にある気孔をふさぐために，ワセリンをぬる。また，水面からの水の蒸発を防ぐために，水面に油を
たらす。

理科 2年／根・茎・葉のつくり，蒸散 ラーニング 2理科
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《植物のからだのつくりとはたらき》
植物のからだのつくりとはたらきをまとめると，次の図のようになる。

二酸化炭素

二酸化炭素

酸素

酸素

気孔

師管

根毛

道管

水蒸気

デンプンが水に溶けやすい
物質になり，運ばれる。

水蒸気

光
デンプン

水，または水に溶けた
養分が吸収される。

呼 吸

光合成

蒸 散

花（種子・果実）

葉

茎

根

【練習しよう】

次の問いに答えなさい。

⑴　根の先端近くに多く見られる細い毛のようなものを何というか。
⑵　葉の表皮にある孔辺細胞に囲まれたすきまを何というか。
⑶　ふつう，⑵は葉の表側と裏側のどちらに多く見られるか。
⑷　蒸散はおもに葉のどちら側で行われているか。

解答────────────────────────────────────────────────────────────

⑴　根毛　　　⑵　気孔　　　⑶　裏側　　　⑷　裏側

理科 2年／根・茎・葉のつくり，蒸散 ラーニング 3理科

─── ────

く

⑶
⑵　
⑶

。
たた

か。か

呼呼呼

たらき

吸

物質質にな
プン
にな

呼

デンン



２　葉の枚数や大きさがほぼ等しい 3本のアジサイの枝を，水を入れた試験
管にさした。Ａの葉の裏側と，Ｂの葉の表側にワセリンをぬり，Ｃの葉は
そのままにし，しばらく置いたあと試験管内の水の量の変化を調べた。次
の問いに答えなさい。

⑴　ワセリンは何をふさぐためにぬられたか。

⑵　Ａの葉では，葉の表側と裏側のどちらから蒸散が行われているか。

⑶　気孔の数が多いのは，葉の表側と裏側のどちらか。

⑷　Ａ～Ｃを，水が多く減る順に並べかえなさい。

１

２

⑴

①

Ａ

Ｂ

Ｃ

②

③

⑵

①
ア

イ

②

③

④

⑴

⑵

⑶

⑷ →　　→

１　次の問いに答えなさい。

⑴　図 1はある植物の根の断面を表したもの
である。

①　Ａ～Ｃの名称をそれぞれ答えなさい。
②　葉でつくられた養分を通す管はＡ，Ｂ
のどちらか，記号で答えなさい。
③　Ｃのはたらきとして正しいものを，次
のア～エからすべて選び，記号で答えな
さい。

ア　根を害虫から守る
イ　根の表面積を大きくして，水や水に溶けた養分を吸収しやすくする
ウ　土から根をぬけにくくする
エ　根のまわりの土をおし広げ，根が広がるのを助けている

⑵　図 2はある植物の茎の断面を表したもので
ある。

①　ア，イの名称をそれぞれ答えなさい。
②　アとイが集まって束のようになった部分
を何というか。
③　アの中を通って運ばれるものは何か。
④　茎には，水や養分の通り道であることのほかに，どのようなはたらき
があるか，答えなさい。

Ａ Ｂ
図 1

Ｃ

ア イ

図 2

／ 26理科 2年／根・茎・葉のつくり，蒸散 チェック理科
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３　次の図は，植物のからだのつくりを表したものである。あとの問いに答
えなさい。

⑴　Ⅰ～Ⅲは，植物のはたらきを表している。Ⅰ～Ⅲの名称を答えなさい。

⑵　ア～ウは植物のからだを出入りする物質を表している。ア～ウの名称を
それぞれ答えなさい。

⑶　Ａ～Ｃのつくりの名称をそれぞれ答えなさい。

⑷　Ⅰのはたらきをする，緑色の粒の名称を答えなさい。

⑸　葉でつくられたデンプンはどのような物質になって運ばれるか。簡単に
説明しなさい。

⑹　デンプンから変化した⑸の物質は，Ｂ，Ｃのどちらを通ってからだの各
部へ運ばれるか。記号で答えなさい。

３

⑴

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

⑵

ア

イ

ウ

⑶

Ａ

Ｂ

Ｃ

⑷

⑸

⑹

ア

Ａ

Ｃ
Ｂ

光
デンプン

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

ア イ

水蒸気

水蒸気

ウ

イ

理科 2年／根・茎・葉のつくり，蒸散 チェック理科
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ラーニング　1社会 地理　世界各地の環境と生活／寒い地域のくらし

重要ポイント

１　寒帯のくらし
寒帯…気温が 0℃以下の期間が長く，一年の大半は雪と氷にお

おわれている地域。北極・南極地方を中心に分布する。
樹木は育つことはできない。短い夏の間だけ地面の表面
がとけ，わずかな草とコケが生えることができる地域は，
ツンドラと呼ばれる。夏には，一日じゅう太陽がしずま
ない白夜となる場所がある。

※　雨温図…月別の平均気温と降水量をグラフであらわした
もの。ふつう，気温を折れ線グラフ，降水量を
棒グラフであらわす。

⑴　イヌイットの伝統的な生活
イヌイット…カナダ北部の北極海に面したツンドラ地帯に住み，狩りや漁業中心の生活を営む人々。

夏はあざらしの皮でつくったテントを建て，冬は雪をドーム型に積み上げてつくる移動式
の家（イグルー）に住む。

⑵　イヌイットの生活の変化
①　住居…えものを求めて移動をくり返す生活を送ってきたが，近年では定住化が進んでいる。
②　移動手段…犬ぞりでの移動がおもだったが，近年ではスノーモービルで狩りに出かけるようになった。
③　食事…あざらしやカリブー（野生のとなかい）の肉や魚が食事の中心。ほかの地域の食べ物や加工食品

も増えている。
④　イヌイットの村にも電化製品やインターネットが普及してきている。
⑤　観光業，商業などの仕事につく人が増えている。

《寒い地域のくらし》
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ラーニング　2社会 地理　世界各地の環境と生活／寒い地域のくらし

２ 冷帯のくらし
冷帯（亜寒帯）…北半球の緯度が高い地域に分布する。冬は長く，

寒さが厳しい。また，冬と夏の気温の差が大き
い。タイガと呼ばれる針葉樹の森林が広がって
おり，その下には，永久凍土という一年中こ
おったままの土が広がっている。
夏に気温が高い地域では，野菜やじゃがいもな
どの農作物を育てることができる。

シベリアに住む人々の生活
住居…丸太を組んで作ったログハウスが多い。また，熱で永久凍土がとけて建物がかたむくのを防ぐため，

高床式になっている建物も多い。寒さを防ぐため，窓は二重窓になっており，とびらやかべは厚い。
衣服…冬に外出するときは，厚いコートや大きな帽子を着用する。冬でも室内は暖かいので，うす着で過

ごす。
食事…ライ麦でつくったパンやゆでたじゃがいもが主食。近年は輸入食品も増え，外国の食文化が人々の

生活に深くなじんでいる。

⑴　次の文は，寒帯，冷帯のどちらについて説明したものか，答えなさい。
気温が 0℃以下の期間が長く，樹木が育つことはできない地域。

⑵　カナダ北部の北極海に面した地域に住み，狩りや漁業中心の生活を送る人々を何というか，答えなさい。

⑶　⑵の人々の冬の伝統的な家は，何でつくられているか。次のア～エから選び，記号で答えなさい。
ア　丸太　　　イ　日干しれんが　　　ウ　石　　　エ　雪

⑷　冷帯に広がる，針葉樹の森林を何というか，答えなさい。

⑴　寒帯　　⑵　イヌイット　　⑶　エ　　⑷　タイガ

解答───────────────────────────────────────────────────────────

【練習しよう】
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チェック／10社会 地理　世界各地の環境と生活／寒い地域のくらし

次の問いに答えなさい。

⑴　カナダ北部の北極海に面した地域に住み，狩りや漁業中心の生活を送る人々
を何というか，答えなさい。

⑵　⑴の人々の生活について説明した文として，正しいものを次のア～ウから選
び，記号で答えなさい。
ア　現在でも電気を使わない伝統的な生活を続けている。
イ　移動にはおもに犬ぞりが使われていたが，近年ではスノーモービルを使う
ことが多くなった。
ウ　今ではあざらしやカリブーの肉は食べなくなった。

⑶　シベリアに住む人々の生活について説明した文として，まちがっているもの
を次のア～ウから選び，記号で答えなさい。
ア　住居は寒さを防ぐため，二重窓や厚いとびらが使われている。
イ　夏は，野菜などの農作物をつくることができる。
ウ　外国との結びつきがないため，輸入品はめったに見られない。

⑷　次の①，②の文はそれぞれどの気候帯について説明しているか，答えなさい。
①　冬の寒さが厳しく，冬と夏の気温の差が大きい。
②　一年の大半は雪と氷におおわれている。

⑸　寒帯の中でも，こおった地面が短い夏の間だけとけ，わずかな草とコケが生
えることができる地域を何というか，答えなさい。

⑹　次の文中の①～③にあてはまる語句を，あとの　　　から選び，答えなさい。

冷帯の地域には，（　①　）の森林が広がっており，この森林は（　②　）と呼
ばれる。この森林の下には，（　③　）と呼ばれる一年中こおったままの土が広
がっている。

ツンドラ　　　タイガ　　　永久凍土　　　広葉樹　　　針葉樹

⑺　右のア，イの雨温図のうち，冷帯の
地域の気温と降水量をあらわしたもの
はどちらか，記号で答えなさい。
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①
⑷
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⑸
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⑶
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ラーニング　1国語 文法・敬語／文節どうしの関係

《
文
節
ど
う
し
の
関
係
》

文
は
、「
何
が
‐
ど
う
す
る
」「
ど
の
く
ら
い
‐
ど
ん
な
だ
」「
ど
う
な
の
で
‐

ど
う
な
る
」な
ど
、
様
々
な
意
味
を
持
つ
文
節
が
、
相
互
に
関
係
を
持
つ
こ

と
で
で
き
て
い
る
。
文
節
間
が
ど
ん
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
理
解
し

よ
う
。

文
の
中
で
の
文
節
ど
う
し
の
関
係
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

主
・
述
の
関
係

主
語
と
述
語
の
関
係
。
文
の
基
本
の
骨
組
み
と
な
る
。

今
日
は　

日
曜
日
だ
。

※　

た
だ
し
日
本
語
に
は
主
語
を
省
略
し
た
文
や
、
元
々
主
語
の
な
い
文

も
多
い
。

（
私
は
）あ
と　

少
し
で　

で
き
ま
す
。

雪
だ
。　
　
　
（「
天
気
は
」な
ど
の
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。）

②　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

修
飾
語
と
、
修
飾
さ
れ
る
被
修
飾
語
の
関
係
。

我
が
家
は　

駅
か
ら　

近
い
。

③　

接
続
の
関
係

接
続
語
と
、
そ
れ
を
受
け
る
文
節
と
の
関
係
。

遅
れ
た
ら
、
困
る
。

④　

並
立
の
関
係

二
つ
以
上
の
文
節
が
意
味
の
上
で
対
等
に
並
ん
で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の

働
き
を
す
る
関
係
。

家
に　

兄
と　

妹
が　

い
る
。

あ
の
ビ
ル
は　

新
し
く
て　

き
れ
い
だ
。

⑤　

補
助
の
関
係

後
の
文
節
が
直
前
の
文
節
の
意
味
を
補
っ
て
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
働

き
を
す
る
関
係
。

彼
は　

本
を　

読
ん
で　

い
る
。

こ
の
文
に
お
け
る「
い
る
」は「
存
在
す
る
」と
い
う
本
来
の
意
味
を
離

れ
て
、
前
の
文
節「
読
ん
で
」に「
動
作
が
続
い
て
い
る
」と
い
う
意
味
を

添
え
る
働
き
を
し
て
い
る
。

補
助
の
関
係
を
作
る
語
に
は
、
他
に「
あ
る
」「
み
る
」「
く
る
」「
い
く
」

「
お
く
」「
あ
げ
る
」「
し
ま
う
」「
な
い
」「
ほ
し
い
」な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
五
つ
の
関
係
は
、
連
文
節
と
文
節
、
連
文
節
と
連
文
節
の
間
に
も

成
り
立
つ
。

○○　

連
文
節
の
形
成

①
〜
③
の
関
係
に
あ
る
文
節
は
、
一
つ
の
連
文
節
と
な
り
、
文
の
成
分

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

今
日
は　

日
曜
日
な
の
で
、
学
校
は　

休
み
だ
。（　
　
　

は
接
続
部
）

我
が
家
は　

学
校
か
ら　

近
い
。（　
　
　

は
述
部
）

遅
れ
た
ら　

困
る
の
で
、
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。（　
　
　

は
接
続
部
）

④
と
⑤
の
関
係
に
あ
る
文
節
は
、
常
に
連
文
節
と
な
る
。

兄
と　

妹
が　

い
る
。（　
　
　

は
主
部
）

風
が　

強
く　

な
る
。（　
　
　

は
述
部
）

‾
‾‾

‾

‾
‾

‾

‾
‾

‾

‾
‾

‾

‾
‾

‾
‾
‾

‾

‾
‾‾

部
）

の
意
味

味
を

意
味
味意
意
味

の
意意

急
ぎ
急
、
‾

「
動動
作

れ
て

添れ

は「に」は」

る

ら‾から‾

る
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節
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し
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困
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く
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ラーニング　2国語 文法・敬語／文節どうしの関係

【
解
答
】│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

１　

⑴　

イ　
　

⑵　

ア　
　

⑶　

オ　
　

⑷　

ウ　
　

⑸　

エ

２　

⑴　

ウ　
　

⑵　

イ　
　

⑶　

ア　
　

⑷　

ア　
　

⑸　

ア

【
練
習
し
よ
う
】

○○　

文
の
組
み
立
て

ど
ん
な
に
複
雑
な
文
で
あ
っ
て
も
、
文
の
成
分
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
で

き
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
文
節
ま
た
は
連
文
節
ど
う
し
の
関
係
を

確
か
め
、
よ
り
的
確
に
文
の
意
味
や
内
容
を
理
解
し
よ
う
。

次
の
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節
が
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
確

か
め
よ
う
。

私
が　

生
ま
れ
た　

町
は　

小
さ
な　

港
町
だ
っ
た
。

こ
の
文
の
主
語
は「
町
は
」、
述
語
は「
港
町
だ
っ
た
」で
あ
る
。

私
が　

生
ま
れ
た　

町
は　

小
さ
な　

港
町
だ
っ
た
。

「
私
が　

生
ま
れ
た
」は
連
文
節
に
な
っ
て
お
り
、「
私
が
」と「
生
ま
れ
た
」

は
、
主
・
述
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
語
で
あ
る「
町
は
」を

修
飾
し
て
い
る
。
ま
た
、「
小
さ
な
」は「
港
町
だ
っ
た
」を
修
飾
し
て
い
る
。

私
が　

生
ま
れ
た　

町
は　

小
さ
な　

港
町
だ
っ
た
。

「
私
が　

生
ま
れ
た　

町
は
」と「
小
さ
な　

港
町
だ
っ
た
」は
、
そ
れ
ぞ

れ
連
文
節
と
な
り
、
主
部
・
述
部
に
な
っ
て
い
る
。

私
が　

生
ま
れ
た　

町
は　

小
さ
な　

港
町
だ
っ
た
。

１

次
の
文
の

―
線
部
の
文
節
は
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
か
。
あ
と
の

ア
〜
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴　

窓
か
ら
隣
の
家
が
見
え
る
。

⑵　

友
だ
ち
が
家
に
来
た
。

⑶　

も
う
宿
題
は
や
っ
て
あ
る
。

⑷　

晴
れ
た
の
で
、
出
か
け
た
。

⑸　

僕
は
和
食
も
洋
食
も
好
き
だ
。

ア　

主
・
述
の
関
係　
　
　

イ　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ　

接
続
の
関
係　
　
　
　

エ　

並
立
の
関
係

オ　

補
助
の
関
係

２

次
の
文
の

―
線
部
の
文
節
ま
た
は
連
文
節
は
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る

か
。
あ
と
の
ア
〜
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴　

追
い
か
け
た
が
、
彼
は
も
う
い
な
か
っ
た
。

⑵　

山
の
向
こ
う
に
日
が
沈
む
。

⑶　

学
級
委
員
長
は
、
岩
村
さ
ん
と
中
山
さ
ん
で
す
。

⑷　

部
屋
の
中
は
あ
ま
り
明
る
く
な
い
。

⑸　

昨
日
の
夕
飯
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
っ
た
。

ア　

主
・
述
の
関
係　
　
　

イ　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ　

接
続
の
関
係　
　
　
　

エ　

並
立
の
関
係

オ　

補
助
の
関
係

‾‾
‾

‾‾
‾ ‾‾

‾‾‾‾
‾
‾

‾‾‾
‾

‾
‾

修
飾
語

修
飾
部

述
部

主
部

ど

ラ
イ

⑸

ラ‾‾‾
ウ

⑸

。

⑶

線

⑵⑶

て
い

るし

明
る

る

明
る‾
岩
村

り

‾

し
て

助
補
助

る

確

え
る

見
え‾

がが

町

生

港港

生

う
。

町
だ

生
ま

な
さ
な

っ
て

小

主

あ
る

修

る

が
部

な

部

港

が

な
っ連な
」は

と
で
あ
が
」

め
次
の

。
文
の

の
よ

の
文

の
よ
容

ど
の

。

国国



チェック／21国語 文法・敬語／文節どうしの関係

１

次
の
文
の

―
線
部
の
文
節
ま
た
は
連
文
節
は
、
ど
ん
な
関
係
に
あ

る
か
。
あ
と
の
ア
〜
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴　

秋
が　

深
く　

な
り
、
木
々
の　

紅
葉
が　

始
ま
っ
て　

い
る
。

⑵　

家
に　

帰
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に　

ケ
ー
キ
が　

置
い
て　

あ
っ
た
。

⑶　

冷
た
く　

清
ら
か
に　

河
が　

流
れ
て　

い
る
。

⑷　

気
が　

進
ま
な
か
っ
た
が
、
行
く　

こ
と
に　

し
た
。

⑸　

刑
事
は　

前
を　

走
る　

車
を　

追
い
か
け
た
。

ア　

主
・
述
の
関
係

イ　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ　

接
続
の
関
係

エ　

並
立
の
関
係

オ　

補
助
の
関
係

２　

次
の
文
の

―
線
部
に
対
す
る
主
語
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

⑴　

駅
か
ら
遠
い
が
、
新
し
い
デ
パ
ー
ト
は
野
菜
が
安
く
便
利
だ
。

⑵　

彼
女
は
、
何
が
起
こ
っ
た
か
な
ど
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。

⑶　

日
本
で
漁
業
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
の
は
当
然
だ
と
言
え
る
。

３

あ
と
の
ア
〜
ウ
か
ら
、

―
線
部
の
二
つ
の
文
節
ま
た
は
連
文
節
が
、

二
つ
の　
　
　

と
同
じ
関
係
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

⑴　

春
に
は
花
が
咲
き
誇
り
、
鳥
た
ち
が
歌
う
。

ア　

遠
く
に
雪
を
頂
い
た
山
が
見
え
る
。

イ　

あ
な
た
が
行
く
な
ら
、
私
も
行
き
ま
す
。

ウ　

妹
は
ピ
ン
ク
と
黄
色
が
好
き
だ
。

⑵　

大
輪
の
ひ
ま
わ
り
が
、太
陽
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
咲
い
て
い
る
。

ア　

こ
の
ク
ラ
ス
の
委
員
長
は
、
林
さ
ん
で
す
。

イ　

友
人
が
向
こ
う
で
手
を
振
っ
て
い
る
。

ウ　

暑
い
の
で
、
窓
を
開
け
た
。

⑶　

部
屋
の
片
隅
に
、
読
み
終
わ
っ
た
本
が
積
ま
れ
て
い
た
。

ア　

台
所
か
ら
お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
き
た
。

イ　

家
中
探
し
て
も
、
見
つ
か
ら
な
い
。

ウ　

美
術
館
で
は
今
、
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

１３ ２

⑵

⑶

⑷

⑸

⑴

⑵

⑶

⑴ ⑴⑶

⑵

‾

‾
‾

‾
‾‾

‾‾
‾

‾
‾

‾
‾‾

‾

‾
‾‾

‾
‾
‾

‾
‾‾

‾

‾

‾‾
‾

‾

‾

。。

⑵

わ
匂‾

⑶

終
わ
終
み

⑶

終
み

を
開

終
わ

のの
ア

のも
のの
を

と

の
つ

ア
〜

黄

ク
と ‾が‾

にけ
た‾

前

‾る

進
ま

と
に‾

ア

‾
進‾

２

‾

の

つ
二
つ
の

の

係

家冷‾‾
冷
た
く‾

‾れ
て‾

冷
た‾

れ
て
ケ

流
れ‾

‾



チェック国語 文法・敬語／文節どうしの関係

４　

次
の
文
の

―
線
部
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

⑴　

妹
は
か
ぜ
を
ひ
い
た
の
で
、
今
日
学
校
を
休
ん
だ
。

⑵　

事
件
は
深
い
謎
に
包
ま
れ
た
。

⑶　

こ
の
建
物
は
明
治
時
代
に
、
商
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

⑷　

彼
は
何
を
言
わ
れ
て
も
ひ
る
ま
な
い
。

⑸　

真
っ
赤
な
夕
日
が
水
平
線
の
向
こ
う
に
沈
ん
で
い
く
。

５　

次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

私
は
こ
の
と
き
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
父
は
高
校
生

の
頃
、
弓
道
を
や
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
全
国
大
会
に
出
場
す
る
ほ
ど
の
腕

前
だ
っ
た
の
だ
と
、
母
は
自
慢
げ
に
話
し
て
く
れ
た
。
夜
、
会
社
か
ら

帰
っ
て
き
て
、
ビ
ー
ル
片
手
に
だ
ら
だ
ら
と
テ
レ
ビ
を
見
る
姿
し
か
知
ら

な
い
私
は
、
父
が
弓
を
持
ち
的
を
狙
う
光
景
な
ど
想
像
で
き
な
か
っ
た
。

⑴　

―
線
部
①
、
③
に
対
す
る
述
語
を
そ
れ
ぞ
れ
文
節
で
抜
き
出
し
な

さ
い
。

⑵　

―
線
部
②
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

⑶　

本
文
の
最
後
の
一
文
の
中
か
ら
、
並
立
の
関
係
に
あ
る
連
文
節
を
二

つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

⑸ ⑶

⑷

４
⑴

⑵

⑵⑶
①③

５
⑴

①

‾

②

‾

③

‾
‾‾

‾
‾

‾

二

っ

姿な
か
姿

か
っ

姿

出出

沈
ん

を
狙

的
を

手
に

ち
的

な
夕

沈

本

出 赤
な

る
姿

な

姿

抜
き
出

本
文

抜

並
立

、
並

き
出

片
手は片母

夜
見
た
。
夜

こ彼彼
は
何

彼
は

い
。
に

何



ラーニング　1高校英語 英文法基礎演習／時制（現在・過去・未来）（Ⅰ）

重要ポイント

①　現在の習慣的な動作，行為。
　彼は毎朝散歩する。　

②　現在の状態。
　彼には友人がたくさんいる。　

③　一般的な事実，不変の真理。
　太陽は東から昇る。　

④　予定としてすでに決まっている近い未来。
　私は明日ここを出発する。　

⑤　時や条件を表す副詞節では，未来時制の代わりに現在時制を用いる。
　明日雨が降れば試合は延期されるだろう。　

《現在時制》

【練習しよう】

次の動詞を３人称単数現在形に直せ。

（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　

解答───────────────────────────────────────────────────────────
（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　

往来発着の動詞が多い。（例： ， ， など）

〔３人称単数現在形の［ ］の付け方〕

①　ふつうは を付ける。
， ，

②　語尾が ， ， ，（ ） で終わる語→ を付ける。
， ， ，

③　＜子音字＋ ＞で終わる語→ を に変えて を付ける。
→ ， → ， （申し込む）→ 

〔［ ］の発音の仕方〕

①　［ ］，［ ］，［ ］，［ ］，［ ］で終わる語 →［ ］
， ， ，

②　［ ］，［ ］，［ ］以外の無声音で終わる語 →［ ］
， ，

③　［ ］，［ ］以外の有声音で終わる語 →［ ］
（～を請う）， ， （～を証明する）

──── ────

に直形

で

を請請
の
請

＞で

］

（ ）

で

，

のの有

，

声の
請

で

］

行

詞節節

③③

され期さ

太陽

れる

行

でで

行為。

（例：

で

陽

高高校 （ⅠⅠ）



ラーニング　2高校英語 英文法基礎演習／時制（現在・過去・未来）（Ⅰ）

重要ポイント

①　ＡＢＣ型：原形，過去形，過去分詞で

　　　　　　　それぞれ形が違うもの

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ － 　　※ ：横たわる

〔不規則動詞〕

①　過去の動作，状態を表す。
　私たちは昨日その映画を見た。　

②　過去の習慣的な動作を表す。
　私は日曜によくケイと遊んだ。　

③　時に無関係な真理や歴史的事実を表す。
　ローマは１日にしてならず。　

〔 の付け方　～規則動詞～〕

①　ふつうは を付ける。
　　 － －

②　 で終わる動詞 → を付ける。
　　 － －

③　＜子音字＋ ＞で終わる語 → を に変えて を付ける。
　　 － －

④　１音節語で＜１母音字＋１子音字＞で終わる語→ 最後の子音字を重ねて を付ける。
　　 － －

⑤　２音節以上の語で＜１母音字＋１子音字＞で終わり，最後の音節に強勢が置かれる語
　　 → 最後の子音字を重ねて を付ける。
　　 － － ※ ：起こる，生じる

⑥　 で終わる語 → を付加して を付ける。
　　 － －

《過去時制》

②　ＡＢＢ型：過去形と過去分詞が同形

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

③　ＡＢＡ型：原形と過去分詞が同形

－ －

－ －

④　ＡＡＢ型：原形と過去形が同形

－ － 　　※ ：～をたたく，～を打ち負かす

詞

たくをたをたた

で
を字

② Ａ

母
を

わる

で＜
を重
＜１母
を重

る

－

動詞る動

動作作

③③
ロー

を付

す

付け

す。

けるる

ー

付けけ

高高校 （Ⅰ）



ラーニング　3高校英語 英文法基礎演習／時制（現在・過去・未来）（Ⅰ）

⑤　ＡＡＡ型：原形，過去形，過去分詞が同形

・ で終わるもの － － （ ）

・ で終わるもの － － （ ）

⑥　２通りの活用形があるもの

・過去，過去分詞の両方とも２通りの形があるもの

－ ［ ］－ ［ ］

－ ［ ］－ ［ ］

・過去分詞だけ２通りの形があるもの

－ － ［ ］

（～を縫う）－ － ［ ］

（～をのこぎりでひく）－ － ［ ］

（～をまく，植えつける）－ － ［ ］

⑦　意味によって活用形が異なるもの

－ －｛
　生まれる

（子を）産む，出産する

【練習しよう】

次の動詞を過去形に直せ。

（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ）

解答───────────────────────────────────────────────────────────
（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ） 　　（ ）

①　単純未来＜ ＋動詞の原形＞
　　人の意志によらない。自然の成り行き，必然，予想，推察。

・  私は来週 17歳になる。 
・  今出れば間に合いますか。 

②　未来を表す他の表現

・現在時制
 バスは 10時ごろここに着く。 

・現在進行形
 今日彼女とデートする。 

・ ～
 今夜何をするつもりですか。 

《未来時制》

──── ────

（　（

のの
い。

の原
自
原形

自

間

す

がああ

植ええ

で

えつ

でひひく

－

）

え

高高校 （Ⅰ）
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チェック／14物理 物理基礎／基礎／速度の合成，相対速度

１１　次の文の（　　）にあてはまる語句，または式を答えよ。

一般に，一直線上を速度 で運動している物体Ａの上に，速度 で運動して

いる物体Ｂがある場合，静止している場所から見た物体Ｂの速度 は， （　①　）

と表すことができる。このように，2つの速度を合わせた速度を（　②　）といい，

（②）を求めることを（　③　）という。

また，運動している物体から見た他の物体の速度を（　④　）という。

一直線上を運動している物体Ｃと物体Ｄの地面に対する速度をそれぞれ ，

とすると，物体Ｃに対する物体Ｄの（物体Ｃから見た物体Ｄの)（④） は，次

のように表すことができる。

（　⑤　）

２　東西方向に移動する船の上を，同じ方向に移

動する人がいる。東向きを正として，次の問い

に答えよ。

（1）船の速度が 8 / ，人の速度が 2 / のとき，

岸から見たこの人の速度は何 / か。

（2）船の速度が 6 / ，人の速度が 3 / のとき，岸から見たこの人の速度は何

/ か。

（3）船の速度が 12 / ，人の速度が 4 / のとき，岸から見たこの人の速度は何

/ か。

（4）船の速度が 7 / ，人の速度が 3 / のとき，岸から見たこの人の速度は何

/ か。

３　東西方向に直線にのびる道路を，バスは東向きに速さ52 / ，自転車は東向

きに速さ 10 / ，バイクは西向きに速さ 47 / で走っている。これについて，

次の問いを下の例のように答えよ。

（例：東向き，10 / ）

（1）バスから道路わきのバス停を見ると，バス停はどちら向きに何 / の速さで

運動しているように見えるか。

（2）バスからバイクを見ると，バイクはどちら向きに何 / の速さで運動してい

るように見えるか。

（3）自転車からバスを見ると，バスはどちら向きに何 / の速さで運動している

ように見えるか。

（4）自転車からバイクを見ると，バイクはどちら向きに何 / の速さで運動して

いるように見えるか。

４　次のア〜オからベクトルで表される量をすべて選び，記号で答えよ。

ア　加速度　　イ　速さ　　ウ　速度　　エ　変位　　オ　距離

③

④

⑤

①

②

，

，

，

，

（2）

（3）

（4）

（1）

２

（2）

（3）

（4）

（1）

３

/

/

/

/

/

/

/

/

４

岸

人

船

で

速ささ　

ルでで

に何

で表で

何

え

る見る

，人人の

るかか

（（3）

る

って

52

てい

度が

の速

岸か

か

停

速度

停を見見

か

2

ら見

/

速ささ

よ

きを向き

　

物

③　

船のの

の

（ ））船

（1）

体

で

てい

よ

えよ

止し

よう

上上

して

の

よ

体Ｄ

よ

Ｄの

速度

度



《天平文化》
１　天

てん
平
ぴょう
文化

２　国
こく
史
し
・地

ち
誌
し
の編

へん
纂
さん
と文学

３　仏教の展開

４　天平美術

⑴　国史・地誌の編纂
中国にならい，国史の編纂が進められた。712 年に完成した『古

こ
事
じ
記
き
』は，神話・伝承から推

すい
古
こ
天皇の時

代までの物語である。720 年に完成した『日
に
本
ほん
書
しょ
紀
き
』には，神

じん
代
だい
から持

じ
統
とう
天皇の時代までの歴史が記されて

いる。国史の編纂は平安時代まで続き，六
りっ
国
こく
史
し
と呼ばれる，『日本書紀』をはじめとする六つの正史が編纂

された。また，713 年に編纂が命じられた風
ふ
土
ど
記
き
は，国ごとの産物や伝承などがまとめられた地誌である。

⑵　文学と教育機関
751 年には，現存する日本最古の漢

かん
詩
し
集『懐

かい
風
ふう
藻
そう
』が成立した。歌集である『万

まん
葉
よう
集
しゅう
』には，約 4500 首の

和
わ
歌
か
が収録されている。また，官

かん
吏
り
を養成するための教育機関として，中央に大

だい
学
がく
，地方に国

こく
学
がく
が設けら

れた。

奈良時代には，仏教を用いて国家の安定をはかるという鎮
ちん
護
ご
国家の

思想が広まり，仏教が発展した。奈良の大寺院では，仏教教学の研究
が進められ，南

なん
都
と
六
ろく
宗
しゅう
と総称される学派が形成された。また，唐の鑑

がん

真
じん
は，日本に仏教の戒

かい
律
りつ
を伝えた。行

ぎょう
基
き
のように，社会事業をおこない，

民衆の支持を得た僧
そう
もいた。

仏教が広まる過程では，現
げん
世
ぜ
利
り
益
やく
（現世での仏の恵み）を期待する人

びともいた。また，この頃，神と仏は本来同じものであるとする神
しん
仏
ぶつ

習
しゅう
合
ごう
の思想がおこった。

⑴　建築・彫刻
建築としては，校

あぜ
倉
くら
造
づくり
を用いた東大寺の正

しょう
倉
そう

院
いん
宝
ほう
庫
こ
が代表的である。彫刻では，粘

ねん
土
ど
でつく

る塑
そ
像
ぞう
や，麻布を漆

うるし
で固めてつくる乾

かん
漆
しつ
像
ぞう
の技

法が発達した。塑像では東大寺日
にっ
光
こう
・月

がっ
光
こう
菩
ぼ
薩
さつ

像
ぞう
など，乾漆像では唐

とう
招
しょう
提
だい
寺
じ
鑑真像・興

こう
福
ふく
寺
じ
阿
あ

修
しゅ
羅
ら
像
ぞう
などが有名である。

奈
な
良
ら
時代には，平

へい
城
じょう
京
きょう
を中心とした高度な貴族文化が栄えた。この文化を天平文化という。天平文化は，

唐
とう
の文化の影響が強い，国際色豊かな文化である。

▲正倉院宝庫

▲鑑真像

基礎／天平文化 ラーニング 1日本史

。

展
総

戒律
う
も
律
りつ
を
と総

あ

いて
た

総
展
総称
展した
総

るとす
期待

関

強い
城京

に

京
きょう
を

に

２２

んよ

2 年
き
年に

文化を

め

化と

めにに編
時
編纂
時代ま

教育機

と

めめら
る
れ
六つ

日



解答────────────────────────────────────────────────────────────

⑴　古事記　　　⑵　風土記　　　⑶　懐風藻　　　⑷　大学　　　⑸　鎮護国家　　　⑹　南都六宗　　　⑺　神仏習合　　
⑻　乾漆像

【練習しよう】

⑴　712 年に完成した，神話・伝承から推古天皇の時代までの物語を記した書物は何か。
⑵　713 年に編纂が命じられ，国ごとの産物や伝承などがまとめられた地誌は何か。
⑶　751 年に成立した，現存する日本最古の漢詩集は何か。
⑷　奈良時代に，官吏を養成するために中央に設けられていた教育機関は何か。
⑸　奈良時代にさかんになった，仏教を用いて国家の安定をはかるという思想を何というか。
⑹　奈良の大寺院で研究が進められて形成された，仏教教学の学派を総称して何というか。
⑺　奈良時代におこった，神と仏は本来同じものであるとする思想を何というか。
⑻　奈良時代に彫刻技法が発達した，麻布を漆で固めてつくられる像を何というか。

⑵　絵画・工芸
絵画では，正倉院に伝わる鳥

ちょう
毛
もう
立
りゅう
女
じょ
屛
びょう
風
ぶ
の樹

じゅ
下
か

美
び
人
じん
図
ず
などが代表的である。工芸品では，正倉院

宝物である，螺
ら
鈿
でん
紫
し
檀
たんの
五
ご
絃
げん
琵
び
琶
わ
など，インドや西

域の文化に影響を受けたものが多い。

▲興福寺阿修羅像 ▲正倉院螺鈿紫檀
　 五絃琵琶
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成
んに
研究
にななっ

⑻
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⑻

と
いう
いう

国
る日

成
うか

時代ま

す
成す
する
成

くら

ま

られ
る思
れる

檀
受けけた

る。

た

か

五
ご
あ
絃
げん

五

▲▲

日



１　次の各問いに答えよ。

⑴　奈良の大寺院で研究が進められて形成された，仏教教学の学派を総称し
て何というか。

⑵　712 年に完成した，神話・伝承から推古天皇の時代までの物語を記した
書物は何か。

⑶　713 年に編纂が命じられ，国ごとの産物や伝承などがまとめられた地誌
は何か。

⑷　720 年に完成した，神代から持統天皇の時代までの歴史を記した書物は
何か。

⑸　⑷をはじめとする正史の編纂は平安時代まで続けられた。これらの正史
をまとめて何と呼ぶか。

⑹　奈良時代に彫刻技法が発達した，麻布を漆で固めてつくられる像を何と
いうか。

⑺　奈良時代に彫刻技法が発達した，粘土でつくられる像を何というか。

３　次の文章中の（　　　）にあてはまる語句を答えよ。

⑴　奈良時代には，官吏を養成するための教育機関として，中央に（　①　），
地方に（　②　）が設けられた。

⑵　奈良時代には，仏教を用いて国家の安定をはかるという（　①　）の
思想が広まった。また，この頃，神と仏は本来同じものであるとする
（　②　）の思想がおこった。

⑶　奈良時代には，唐の（　①　）が日本に仏教の戒律を伝えた。また，僧の
なかには（　②　）のように，社会事業をおこなって民衆の支持を得たもの
もいた。

⑷　天平文化の建築としては，校倉造を用いた東大寺の（　　　）宝庫が代表
的である。

２　次の①，②の内容にあてはまる歌集・詩集の名称を答えよ。

　①　奈良時代に成立した，約 4500 首の和歌が収録されている歌集
　②　751 年に成立した，現存する日本最古の漢詩集

１

３

２

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑴
①

②

⑵
①

②

⑶
①

②

⑷

①

②
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⑷

校

て民
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を
民衆

え

あ

教仏教

立し
た
した

れれ

（

②

て

え伝え

て

れ

像を

れた

を何

成
た
成する

て

何

法

神話

史

神話

の

⑶　

⑺

でのの歴

めら

話

を何を

の編編纂纂

まとめ



ラーニング　1古文 古文 文法基礎／動詞の識別

動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方

①　

上
一
段
、
下
一
段
、
カ
変
、
サ
変
、
ナ
変
、
ラ
変
は
属
す
る
語
が
少
な
い
の
で
、

暗
記
し
て
見
分
け
る
。

②　

①
に
該
当
し
な
い
語
は
四
段
活
用
、
上
二
段
活
用
、
下
二
段
活
用
の
い
ず
れ

か
と
わ
か
る
。
こ
の
三
つ
に
属
す
る
語
は
多
い
の
で
、
未
然
形
で
見
分
け
る
。

①　

暗
記
に
よ
っ
て
見
分
け
る

「
干
る
」「
射
る
」「
着
る
」「
似
る
」「
見
る
」「
居
る
」「
率
る
」 

上
一
段
活
用

「
蹴
る
」 

下
一
段
活
用

「
来
」 

カ
行
変
格
活
用

「
す
」（
ま
た
は「
す
」の
複
合
語
）「
お
は
す
」 

サ
行
変
格
活
用

「
死
ぬ
」「
往
ぬ（
去
ぬ
）」 

ナ
行
変
格
活
用

「
あ
り
」「
居
り
」「
侍
り
」「
い
ま
す（
そ
）が
り
」 

ラ
行
変
格
活
用

②　

そ
れ
以
外
の
語
は「
ず
」を
つ
け
て
、
未
然
形
で
見
分
け
る

解
答
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一

①
思
は
・
ハ
行
四
段　
　

②
出
で
・
ダ
行
下
二
段　
　

③
老
い
・
ヤ
行
上
二
段

二

①
ハ
行
四
段　
　

②
カ
行
上
一
段　
　

③
ラ
行
変
格

【
練
習
し
よ
う
】

一

次
の
動
詞
を「
ず
」に
続
く
よ
う
に
活
用
さ
せ
て
書
け
。
ま
た
、
そ
の
活
用
の
種

類
を
答
え
よ
。

①　

思
ふ　
　
　
（　
　
　
　

）ず　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

②　

出
づ　
　
　
（　
　
　
　

）ず　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

③　

老
ゆ　
　
　
（　
　
　
　

）ず　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

二

次
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
。

①　

言
ふ　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

②　

着
る　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

③　

あ
り　
　
　
（　
　
　
　
　
　

）活
用

重
要
ポ
イ
ン
ト

《
動
詞
の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
を
覚
え
よ
う
》

ア
段 
　
　

四
段
活
用　
　
﹇
例
﹈
書
か
ず

イ
段 
　
　

上
二
段
活
用

﹇
例
﹈
起
き
ず

エ
段 
　
　

下
二
段
活
用

﹇
例
﹈
受
け
ず

kakike

「
ず
」の
直
前
の
音
が

ひ

い

き

に

み

ゐ

ゐ

く

い

い

を

は
べ

用

②

行
段
・
ハ

老
い

③
老

（

②②

格

行行
変
格

）ず）

用
用

の

活
用

段
活
段

見
分

そ
れ

見

下下

活
段

れ

然
形

未
然

活
用

「
る
」「

活
一
段

変
ラ
変

上
一

、

段

古古



チェック／18古文 古文 文法基礎／動詞の識別

一

次
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
よ
。

①　
「
あ
り
」「
居
り
」「
侍
り
」「
い
ま
す（
そ
）が
り
」

②　
「
来
」

③　
「
死
ぬ
」「
往
ぬ（
去
ぬ
）」

④　
「
干
る
」「
射
る
」「
着
る
」「
似
る
」「
見
る
」「
居
る
」「
率
る
」

⑤　
「
蹴
る
」

⑥　
「
す
」（
ま
た
は「
す
」の
複
合
語
）「
お
は
す
」

ア

カ
行
変
格
活
用　
　
　

イ

上
一
段
活
用

ウ

ラ
行
変
格
活
用　
　
　

エ

下
一
段
活
用

オ

ナ
行
変
格
活
用　
　
　

カ

サ
行
変
格
活
用

二

次
の
傍
線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
よ
。

①　

老
人
ど
も
の
着
る
物
の
類
、
…
…　

②　

同
じ
所
に
日
を
経
る
こ
と
を
嘆
き
て
、
…
…　
　

③　
「
さ
ら
ば
、
か
く
申
し
は
べ
ら
む
。」

④　

別
れ
が
た
き
こ
と
を
言
ふ
。　

⑤　

か
し
こ
の
詩
作
り
な
ど
し
け
る
。　

⑥　

あ
る
い
は
お
の
が
行
か
ま
ほ
し
所
へ
往
ぬ
。

①

②

③

④

⑤

⑥

①②③④⑤⑥

活
用
の
種
類

活
用
形

く

を

は
べ

い

い

ひ

い

き

に

み

ゐ

ゐ

‾
‾‾

‾
‾
‾
‾

‾
‾‾

‾
‾

か
ら
う
た

⑥
④

む
ら

③

べ
ら
べ
ら

‾
‾
ら
む

ぬ

サ

イエ

往
ぬ

い
「

い

「
来く来
」




